
様式３

学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

北九州市一円の産業界の発展を支える工業人材を育成する学校

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

・社会で必要な基礎学力とコミュニケーション能力の育成
・実習や就業体験などの体験活動を中心に、創造的・実践的な工業技術者の育成
・3 年間を見通したキャリアパスポートの活用による職業観・勤労観の育成
・特別活動、部活動、ボランティア活動をとおした心身ともに調和のとれた人格の育成

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

・興味・関心、適性に応じた４学科８コースの中から選択できる得意技コース制の充実
・地元企業と連携した戸工版デュアルシステム（１年次１週間、２年次２週間、３年次２週間）最大５週間の実施
・産学官連携産業人材育成事業を活用した実践的で高度な専門的知識・技能の習得
・ICT を活用した「主体的・対話的で深い学び」の実践
・ものづくり教育や資格取得の推進

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

・工業に対して興味・関心をもち、企業での就業体験やものづくり、資格取得など積極的に取り組もうとする人
・運動競技や文化芸術活動、生徒会活動において継続的に活動する意欲をもち、望ましい人間関係を構築しようとする人
・自らの能力を伸ばすために努力を続けようとする人

　創立８７年となる本校は、長期企業実習に
おける最新技術や熟練技術に触れる「戸工
版デュアルシステム」の実施による、実践的・
体験的な活動を通して、社会人として必要な
挨拶やコミュニケーション能力等の定着に繋
げている。また、就職希望者の８割以上が地
元企業を志望するなど地域産業を支える人
材育成に大きな成果を上げている。
　また、生徒会や各学科の生徒を中心に地
域と連携したボランティア活動を通して、主
体性や思いやりの心を育成できた。さらに地
域貢献活動では本校の活動が認められ戸畑
消防署長から表彰を受けるなど、郷土愛を
育む教育に成果を上げている。
　　課題としては、魅力ある学校づくり行い、
在校生により一層戸工生としての自信と誇り
を持たせられるかが課題である。また、本校
の志願者が減少傾向にあるため、いかに学
校の魅力を発信していくかについても検討が
必要である。

　各教科・科目の観点別評価を充実させ、「指導と評価の一体化」を図り、これからの時代に必要な資質・能力を育成する。

　各教科・科目の目標を達成させるために、学習目標と評価の観点を明示するとともに評価の妥当性を検証する。
 　「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざし、ＩＣＴの活用等によるわかる授業の創造と個に応じた学習指導の工夫を
行う。
 　教科指導における課題の解決を図るために、教科内、学科内、学年内で生徒の情報を共有し、生徒指導及び授業改
善に生かす。

Ａ

　特色ある教育活動（戸工版デュアルシステム、得意技コース制）を充実させ、高校３年間を見通したキャリア教育を推進し、生徒の希
望進路実現を図る。

 　各学年と教科及び学科のそれぞれが連携し、「キャリアパスポート」を活用した計画的、組織的なキャリア教育を推進
する。
　「戸工版デュアルシステム」を通して、生徒の自己発見と自己改善が図れるように、受け入れ先企業や保護者との連携
協力体制を強化する。
　基礎的・基本的学習内容を身に付けさせるとともに、それらを活用した探究的な学習やものづくり活動の推進、及び資
格取得を奨励する。

　集団的活動を通して心身の調和のとれた発達を図るとともに、望ましい人権感覚を養い、いじめのない学校づくりを推進する。

 　各学年と教科及び学科のそれぞれが連携し、「キャリアパスポート」を活用した計画的、組織的なキャリア教育を推進
する。
　「戸工版デュアルシステム」を通して、生徒の自己発見と自己改善が図れるように、受け入れ先企業や保護者との連携
協力体制を強化する。
　教育活動全体を通して交流や協働的な活動を推進し、望ましい道徳性や人権感覚を養い、いじめや差別のない学校環
境をつくる。

　保護者や地域と積極的に連携し、社会に貢献できる人材を育成するとともに地域から愛される学校づくりを推進する。
　学校ホームページ等を活用して保護者や地域に対して積極的な情報を発信する。
　ボランティア活動や地域等と連携した取り組みを通して、本校の教育成果を地域に還元する。
　ＰＴＡや同窓会との良好な連携協力体制を強化させ、学校の教育力向上を図る。

福岡県立 戸畑工業 高等学校

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

　風通しの良い職場環境と安全・安心な教育環境を整える。また、「働き方改革」を推進し、効率的・効果的な教育活動に努める。さら
に、若年教員の指導力向上のための支援を充実させる。

　校内の定期点検や日常的な点検を確実に行い、学校の安全衛生・保健環境を整える。
　学校行事や業務の教育的効果を再確認し、効率的・効果的な教育活動に努める。
　教材の共有化とＯＪＴ等による指導技術の向上と継承を推進する。
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項目ごと
の評価
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B

A

A

A

A
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Ａ

A

生徒による差別的発言件数が１、2学期
の比較で87.5％減少 A

A

・賞讃中心の指導法を更に広げるためには、今後の生徒の変容
ぶりが重要となる。集会等で生徒の自尊感情を高める講話を行
う等により、差別的発言が減少した。

生徒の実施後アンケート
有意義であった９６％

・生徒連絡会は全校一斉の形で２学期にも開催できた。特設授
業を３学年五回分すべて点検、刷新したが、部落史に難しい内
容もあったため、次年度以降、更に改善に取り組みたい。

各科と連携し、将来を見据えた計画的な資格取得の推進に努める。

各コースの専門性を高めるた
めの知識・技能・技術の確実
な修得

A

A

A

・規範意識学習では、戸畑警察署の方に交通安全教室
を実施していただき、自転車通学者の規範意識が高
まったと感じた。次年度は講演会の実施方法や事前学
習等を取り入れ、さらに工夫して実施する。

Ａ

Ａ

Ａ

学習アンケートでは、約７５％の生徒がICTを活
用した授業やグループ学習において思考力や
表現力が向上したと回答している。

年間の学校行事における日程・計画の立
案を滞ることなく実施することができた。

体験入学で実施したアンケートの結果、
参加した中学生の90％が進路決定の参
考になったとの回答を得られた。

基本研修対象者を中心にICT機器を利用した授業、AI
の利用についての職員研修も実施することができた。

購入希望図書のアンケートを実施し次年度の購入計画
に反映させる予定である。

体育大会アンケートにおいて、６９％の生徒が
「来年度、種目等の変更を行いたい」と回答。

生徒満足度
求人票デジタル化85％

Ａ

職員と企業との連携を強化し、研修内容を充実させる。

工場見学やキャリアガイダンスへの参加により進路意識を向上させる。

・実施時期や実施期間に関する企業の意見を取り入れ
た改善策を検討し続けたい。事前指導内容の充実を図
り、生徒の意識を高めていきたい。

Ａ

A

心身の健康の保持増進

A

外部へ活発に本校の情報を
発信

魅力ある学校づくりと規範意
識の高揚及びにマナーの向
上

教育活動全体を通して、規範意識を高める指導を行うとともに、行事や集会にお
ける集団活動を通して、他者との関わり方やマナー意識の向上に繋がる指導を
行う。

学校行事の準備段階や集会時などにおける役割を主体的に取り組ませ、リー
ダー意識を高める。

Ａ

Ａ

学習指導 A
学んだ知識や技能・技術を活
用し、自ら考えて行動できる
力の育成

A
・ICTを活用した協働学習をとおして、自らの思考を可視化することで客観
的に判断できるようになっている。次年度は生徒自身が試行錯誤する場面
を増やし、主体的な判断力や行動力が向上できるように各科目で取り組ん
でいく。

ICTを活用した情報提供と進
路業務の効率化 A

デュアルシステム

企業アンケートを取り入れ戸工版デュアルシステムの改善策を提案する。

Ａ

Ａ

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

進路指導

生徒個々の強みと専門性を
生かした進路実現 A

各学科・コースで学べる知識・技能・技術を明確にし、就業意識や勤労観を高め
るため、説明会等を適切な時期に行い、目標をもって学べるようにする。

学習アンケートでは、約８５％の生徒が各科目において
知識や技術を身に付けることができたと回答している。
また、身に付けた知識を生かし多くの生徒が様々な国
家資格を取得した。

授業や実習で身に付けた知識や技能・技術を教科横断的に活用できる場面を設
定する。

各科目でICTを活用した学習指導を計画し、分かる授業を展開する。

生徒会の組織づくりと自治力の向上を図り、生徒の自主性や自発性を育む。

中学校訪問、体験入学等を通じ、本校の魅力をPRできるよう努める。

地域貢献活動やボランティア等の活動への積極的な参加を図る。

HP等を活用し、本校の活動が広く周知できるよう努める。

授業におけるICT機器利用促進の研修を行う。

各分掌との連携を図り優先度の高い研修を実施する。

A
A

・各科課長によるコース説明や個人面談により、生徒が自身の興味・関
心、適性を正しく理解することができ、明確な目的意識をもって学習に取り
組めていた。次年度はより専門的な学習に取り組めるように体制を整え
る。

Ａ

A

評価項目 具体的目標

A

A

学級閉鎖（新型コロナウイルス感染症・インフルエンザ）
１０月　２学級（３日間・１日間）
１２月　１学級（３日間）

A

B

健康教育推進事業　性と心の健康相談　性教育講座
（１学年対象）の事後アンケートでは、「自分のために
なった。」「相手を思いやる気持ちについて、それは性に
関することだけではなく、人として大事な事だと思っ
た。」など肯定的な感想が多かった。

A

自己評価

結果の考察と次年度の課題評価（３月）

保健環境

生徒会活動のサポートと活性
化及び充実 A

A

A

具体的方策

図書館の利用促進 A

生徒指導

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

教育活動が安全に実施でき
る環境整備

A

企画広報

学校行事、会議等の円滑な
運営

AA

A

・健康診断では保健環境課の職員で役割分担し、健康診断を円滑に実施
することができた。次年度も継続して行いたい。
・特別な支援や配慮が必要な生徒については、教育相談委員会担当教職
員が主となり対応することができた。また今年度は講師をお招きし『発達障
がいの支援と理解』について職員研修を行った。個々の生徒の教育的ニー
ズを正確に把握し、一人ひとりの可能性を最大限に引き出すための専門知
識・技術を向上することができた。

生徒が主体的にボランティア活動に取り組み、地域に貢献する機会を設ける。

自身の変容や成長など自己理解のために、キャリアパスポートを積極的に活用
する。

進路目標を主体的に設定するために、進路ガイダンスや進路報告会等の充実を
図る。

・年間を通して行事・会議等は計画通りに実施できた。しかし各
分掌内での連絡が行き届いていない時があり、早期の会議資料
提示ができない場面があった。

・今年度、パンフレットのデザインを変更し、本校の魅力をさらに
PRできた。また生徒会の協力のもと、地域貢献活動にも積極的
に参加することができた。

・授業におけるICT利用は浸透してきている。今後は、業務や授業における
AIの利用についての研修を行う必要がある。

・生徒の興味・関心、授業に役立つ書籍を購入することによって読書週間を
身に付けさせる必要がある。

・アンケートからも生徒は建設的な意見を持っている。このことか
らも、生徒主体の活動が増加するよう、生徒会を中心にした学
校行事の実施に向けた教員側のサポート体制を整える。

・感染症対策の徹底を行うことができなかった。次年度は流行期
前から、手洗いと換気の徹底を図り、感染症対策を行う。
・生徒会の生徒が戸畑大学・高校合同学園祭「文教祭」に参加し
たり、「とばたハートテラス」に出店したりするなど積極的にボラ
ンティア活動を行うことができた。

・進路保護者説明会や進路講話等を通じ、計画的な情報提供を行うことが
できた。
・人手不足に伴う「超売り手市場」を背景に、就職一次試験の合格率は
90％と、昨年度に引き続き高水準を維持した。一方で、情勢を楽観視し、面
接対策等の準備不足から不合格となる生徒も散見された。次年度は、早期
から危機感を持たせ、準備を徹底させる指導に注力したい。

環境衛生検査や安全点検等を行い、学校における教育活動が安全に実施され
るよう努める。

自転車通学生のヘルメット着用率が１０
０％となっており、意識の向上がみられ
た。

読書週間に図書館の利用を促す。

関係分掌と連携を密にし、諸行事の早期立案に努める。また諸行事の運営が円
滑に行えるよう、計画・進行等の事前協議を図る。

会議資料等の手配を確実に行えるよう努める。

学校行事への積極的な参加と準備段階での各委員会の主体的活動を促進す
る。

アンケートを取って希望図書の調査を行う。

A

A

健康診断・健康観察・健康相談等から、生徒が自他の心身の健康に関する課題
を発見し、生活に活かせるよう努める。

生徒情報や特性のある生徒への支援方法を職員間で共有する。

職員の人権感覚や指導支援法の向上を目指し研修会を実施する。

特別な支援や配慮が必要な生徒について、教職員間で共通理解を図り、支援体
制づくりを推進する。また必要に応じてSC・SSW等の専門機関と連携を図る。

・求人票のデジタル化により、担任・生徒・保護者間の迅速な情報共有が
可能となり、生徒の職種理解や企業選択において高い効果が得られた。そ
のため、次年度も継続して行う。

A

研修図書

教育活動に必要とされる研修
を提供 A Ａ

A

社会的・職業的自立に向けた
能力や態度の育成 A

生徒の実態把握による人権
特設授業の充実

生徒連絡会（拡大学年会議）を学期に１回開催し、生徒の実態を把握する。
人権講演後のアンケートで「反差別
の意思を持った」83.5％ A特設授業（特に１年生）を生徒の実態に見合ったものに改革する。

特設授業の振り返りを入念に行い、次年度以降の改善に資する。

進路実現を支援するために、求人票デジタル閲覧システムとWebを活用して適
切な情報提供を行う。

人権教育推進

賞讃を重視した、生徒の自尊
感情、規範意識の向上

毅然とした規範指導に加え、賞讃する指導法を職員間に広げる。

図書館利用率等について、
数値目標を設定した評価をお
願いしたい。

今後も戸畑区主催のイベント
にボランティアの協力をお願
いした。

Ａ

Ａ

Ａ

地元北九州で活躍できる人
材の育成をお願いしたい。

感染症対策を図る。
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A

A

A

A

A

A

A

B

B

B

A

A

A

B

A

A

A

A

A

A

A

B

A

A

B

A

A

A

A

A

A

A

A

B

B

A

A

A

A

A

A

A

A A Ａ

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

火の用心キッチンの寄贈は
大変ありがたかった。

Ａ

A

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

・２級建築施工管理技術検定第一次検定の前後期合計での合格者数が３
年生７名、１年生２名であった。３年生の総合格者数は１２名となり、過去最
高を記録することができた。２年生２名の合格は大健闘である。近年、出題
傾向が変化しているため、対策が急務となっている。

・学科要望に寄り添った予算執行の結果である。次年度以降も引き続き消
耗品の価格や修繕費用の上昇が予想されるため、効率的な予算執行に努
めたい。

A

・担任を中心に早期の個別対応や保護者との連携を行ったこと
で、大きな問題行動は抑制できた。一方、支援の必要な生徒に
対してはより充実したフォロー体制の構築が課題である。

Ａ

Ａ

Ａ

A

A

A

「丁寧な言葉遣いや元気のよい挨拶」86％
「自分と他者を大切にし、他者の気持ちを尊重」89％
「社会人として必要なルールやマナーを理解」87％

・差別事象やいじめ問題に早期に対応することができた。次年
度は、日常場面での指導や教員間での感度の差を重視し、意識
の定着を図りたい。

・各自目標設定はしているものの、抽象的な目標が多い。学年
目標をはじめとし、生徒それぞれが具体的な目標を設定し、
PDCAサイクルを徹底できる環境を整備したい。

・ソーシャルスキル獲得に向けた一定の課題は残るが、概ね社
会を意識した行動や規範意識の向上が見られた。次年度は就
職試験やその後の社会生活に向けてさらなるソーシャルスキル
の向上を図りたい。

A

A
人権学習におけるアンケートで「学校生活において何ら
かの困り感を抱えている」８．２５％（内容聞き取り確認
済み）

A

・本年度においても溶接技術競技会で優秀な成績を収めることができた。
次年度に向けても定期的な技術練習の日程を定め、外部講師（マイスター
派遣）を活用させていただき、生徒の技術力向上に注力したい。

・学科の特色を生かした実習ならびに課題研究を実施できた。次年度も継
続していきたい。反省として就職希望者の第一希望進路の受験結果が思
わしくなかった。その要因を分析し、次年度の進路指導に生かしたい。

・今年度も積極的に地域イベントへ参加したことで生徒のコミュニケーション
能力をはじめ様々な力を育成できた。国家資格の複数取得者が昨年度よ
り減少したことが課題である。生徒のモチベーションを上げる指導を心掛
け、ジュニアマイスター取得者も増やしていきたい。

・事務処理上必要な制度等を理解し、適切に業務遂行した結果であると考
える。次年度以降も研修等をとおして、常に最新の情報を取得し、引き続き
正確な事務処理に努めたい。

A

A

・ものづくり教室で参加者と工程を確認し合ったり、完成を喜び合ったりする
ことでコミュケーションスキルを向上することができた。また、製作過程で目
の前の課題をクリアする度に達成感を蓄積させることができた。木材加工
技術をしっかりと学習し、要望に対応していきたい。

「学校生活アンケート」や「いじめアンケート」では９５％
が問題なく学校生活を送れている A

・ガス溶接技能講習やアーク溶接特別教育など、様々な資格を
生徒に取得させることができた。また、競技大会への出場経験
をとおして、資格取得に興味関心を向けさせることができた。

・第一志望の進路実現に向けて、2年次での希望調査や3年次での進路ガ
イダンス、学年・学科による面接練習等の指導を行ってきたが、就職一次
試験の合格率は９０％であった。生徒の適性を十分考慮した進路指導と、
事前準備の指導を充実させる。

・ものづくり教室実施後のアンケートの「達成感」「協働
性」が参加者全員の自己評価がA
・授業評価アンケートの「５Sの遵守」、「取り組み姿
勢」95％以上が自己評価A
・ジュニアマイスター「ゴールド」取得者３名
・２級建築施工管理技士 ３年生７名 ２年生２名合格
・建築CAD検定２級　４名合格

・資格取得に対して、80%以上の生徒が、「進路に活か
す」「自分自身のスキルアップにつながった」「他の資格
試験も受検したい」と回答。

・福岡県高校生溶接技術競技会では優秀な成績を収
め、九州大会に出場した。生徒は大会出場に対し「良
い経験となった」「他の大会にも出場したい」と感じてい
る。

・授業評価アンケートの「５Sの遵守」、「取り組み姿
　勢」93％以上が自己評価A
・就職試験「（第一希望）の受験結果」83％合格

・イベント実施後のアンケートの「達成感」、「協働性」
　参加者全員（100％）の自己評価がA
・「ジュニアマイスター取得者」１名（ゴールド）

A

・学年集会等や担任を中心とした生徒との関わりを通して、集団への帰属
意識などを高めてきた。進路実現後、規範意識の低い生徒も見受けられた
が、体育大会等の学校行事の中でリーダーシップを発揮し、まずまずの成
果を得ることができた。

A・就職試験（一次試験）の受験結果90％合格
 （就職希望者、全員内定）

技能検定（普通旋盤作業）を受検させ、合格率１００％を目指す。

溶接技能者（JIS検定）を受検させ、合格率１００％を目指す。

生徒へ資格取得を促し、１人あたり２つ以上の資格取得を目標とする。

ものづくりコンテストなどの大会参加にあたり、上位入賞を目指す。

実験実習の充実と進路実現 A

面接指導を重点におき、３年生の希望進路１００％実現を目指す。

第二種電気工事士の合格率７５％を目指す。

第一種電気工事士など有用な資格取得の受験を促す。

明確な指示ならびに５Sを徹底し、安全教育を充実させる。

集合時間や提出物の期限を遵守させ、実験実習に臨む姿勢を育成する。

実験実習で得た経験を生かし、３年生の第一希望進路１００％を目指す。

A

A３年電気科で第一種電気工事士の取得者が１１名にの
ぼり、近年で最も多かった。

A

実習や課題研究において「計画通り作業ができた」「意
欲的に取組めた」という項目に対し、９０％以上の生徒
が自己評価で「A」と回答。

ものづくり活動の活性化

　特になし。

適切な業務運営

学校関係者評価

・主体的・協働的な学びにつながるICT機器の有効的な活用を進めるとともに、思考力や判断力を高め深い学びとなるよう授業改善を行っていく。

・本校の魅力を積極的に発信するため校内体制を整えるとともに、ＳＮＳを活用し生徒の活動の様子を動画等にて公開し、ＰＲする。

・生徒の規範意識をさらに向上させるため様々な学校行事を企画・実施するとともに、人権感覚をもった工業人の育成を目指す。

・戸工版デュアルシステムのさらなる充実や工業教育を深化させることにより、生徒の主体的な進路選択や進路実現へつなげる。

・自尊感情を高めるため「褒めて伸ばす」ことを実践し、生徒のさらなる成長を促す。

評価（総合） 自己評価は
　Ａ：適切である
　Ｂ：概ね適切である
　Ｃ：やや適切でない
　Ｄ：不適切である

Ａ

評価項目以外のものに関する意見

資格取得の推進 A

事務室

効率的な予算執行による生
徒の学習環境整備 A

資格取得の推進

A

１年

２年

学校生活に関するアンケートで「学校で友人とトラブル
なく過ごせている」９７．７％

校則を厳守し、最上級生としての責任ある行動を促す指導を行う。

生徒への徹底した指導を学年団全員で行う。

A自己と他者を大切にし、他者の気持ちを考える指導の徹底を図る。

社会人としての振る舞い・マナーの徹底指導を図る。

ソーシャルスキルの獲得

年５回の人権特設授業をとおして人権感覚を涵養させる。

いじめ、差別発言等の事象を早期に発見し対応する。

学年集会、学年会議を通し全生徒と全教員で共通認識を持つ。

目標（クラス目標）の明確化を行う。
「目標設定している」62％
「PDCAサイクルを用いた自己反省」49％ B

授業規律（号令指導、５S、授業態度への指導）を徹底させる。

規範意識を確立（特別指導や問題行動の未然防止）させる。

３年

学年

具体的な目標設定

社会生活の基盤を確立し、積
極的に社会に貢献できる人
材育成

望ましい集団活動を通して、社会生活における規範意識や帰属意識を指導する。

早期の自己進路実現に向けて、具体的な進路目標を決定させる。

第一希望進路実現95％以上を達成させる。

丁寧な言葉遣いや元気な挨拶を意識させる。

基本的人権感覚の涵養

基本的生活習慣の育成

PDCAサイクルの徹底を図り、自己指導能力を育成する。

個々に応じた進路先をイメージさせ、事前にミスマッチを防ぐ。

一月に２回以上の遅刻・欠席者へ早期に対応する。（個人面談等）

生徒一人一人の適性と専門
性、希望に基づいた進路指
導の確立 学年・学科との連携を図り、能力や適性に応じた進路実現を支援する。

機電系
機械科

機電系
情報技
術科

建築系
建築科

学科

実習等で安全教育の徹底を行い、地元産業界で活躍できる人材を育成する。

ジュニアマイスター取得者を５名以上を目指す。

ものづくりを通して、地域に貢
献できる人材の育成

資格取得への意識の向上

機電系
電気科

各種資格取得に向け組織的な指導体制を構築し、合格率の向上を目指す。

資格の重要性を伝え、取得に向けた意識の高揚を図る。

定期的に科会議を実施して情報共有を行い、生徒へ適切な教育支援を行う。

校外への学科アピールを兼ねて、計画的にイベント・出前授業に出向く。

５名以上のジュニアマイスター取得者を目標に資格取得指導を充実させる。

計画的、組織的な教育活動
（資格取得含）の推進

定期的な大会練習等の活動を設定する。

機械に関する研修会に積極的に参加し、職員の技術力向上を図る。

基礎知識の定着を図り、専門分野への興味関心を持たせる。

ものづくり（安全教育含む）に
よる地域貢献活動の推進

ものづくり教室等の充実を図り、社会に貢献する姿勢と態度を育てる。

戸畑消防署との連携事業の充実を図る。

5Sを主体的に実践させ、安全作業の徹底を図る。

２級建築施工管理技士補の合格率５０％を目指す。

柔軟な分権予算組みや執行管理を行い、迅速に対応する。

生徒の学習環境整備に添った予算執行に努める。

効率的な事務処理を心掛け、的確な会計処理を行う。

１０月に実施された現地監査の結果、指摘事項無しで
あった。

・KYTシートを用いて安全教育を徹底した。また、応用実習の実施により専
門知識の定着を図った。一方、３年生の希望進路実現率は８７％に留まっ
た。目標の１００％に届かなかった要因を分析し、次年度は面接指導の改
善に取り組む。

・第二種電気工事士の３年生最終取得率は８５％であった。電気科全体と
して資格取得への意識は向上しているものの、合格者数には依然として改
善の余地がある。次年度は今年度の結果に甘んじることなく、さらなる合格
率の向上を目指す。

A

Ａ

Ａ

安全教育については、更なる
充実及び徹底に努めてもらい
たい。
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